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アンモニアから直接高純度水素を

製造できる膜反応器の開発【触媒化学】

小俣香織（山梨大学）、南部智憲（鈴鹿高専）、吉永英雄・中川宏司（太陽鉱工）

【今後の展開 商品イメージ応用できる分野】

水素分離膜の機能を活用した化学反応の高効率化に関する技術と知見を提供できます。

アンモニア転化率と水素分離効率
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Total pressure, P / MPa

Temperature = 623 K

✓ アンモニア転化率

⚫ メンブレンリアクタ化することでNH3転化率が最大1.7倍向上

⚫ NH3転化率88.5% ×水素分離効率89.4% ＝供給NH3に対する抽出水素 79%

✓ 水素分離効率

最大89.4%
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メンブレンリアクタ

触媒のみ

×
1
.7

最大88.5%

N2 < 25 ppm

NH3 < 0.06 ppm

アンモニア分解触媒

分 解 分離・精製 発 電

N2

H2

H2・N2

混合ガス

PEFC

アンモニアガスからの水素分離・精製・利用

2NH3 → 3H2 + N2

吸着（PSA）
〇大容量・高純度
×大規模・低効率

水素分離膜
〇小規模・高効率・超高純度
×小容量・材料コスト

高純度H2

FCV用水素燃料のISO規格

N2 < 100 ppm

NH3 < 0.1 ppm

ラボスケールメンブレンリアクタ

Ru系触媒

V系合金膜

形 状 ： 顆粒状

粒 径 ： 250～500 µm

触媒量 ： 0.2 g

厚 さ： 0.1 mm

直 径： 20 mm

有効面積： 9.9×10-5 m2

アンモニア転化率と水素分離効率

⚫ 3000時間以上安定して水素を製造
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Temperature = 623 K

NH₃：10 cc/min

Temperature：350℃

NH₃ pressure：0.30MPa

✓ 水素分離・精製耐久試験 ✓ 表面・断面SEM観察

JST、A-STEP、JPMJTM19FPの成果をさらに発展させ、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）の委託業務（JPNP14004）を開始します。

温度： 350℃

NH3供給量： 10 mL/min

1次側： 0.15～0.30 MPa

2次側： 真空排気

アンモニア
分解触媒

メンブレン
リアクタ

水素分離・
精製技術

Pd膜を超える性能を有する

V系水素分離膜

Ru Ni Rh Co Fe＞ ＞ ＞ ＞

活性高 低

1次側： 排気ガスをGCで分析

2次側： 水素分離速度をMFで分析

これらは、JST、A-STEP、JPMJTM19FPの支援を受けて得られた研究成果です。


